
 

 

 

 

 

 

 ●植林と友好の旅（通算 24回） 

 2018年 07月 19日（木）～07月 24日（火）6日間                                                                                       
            

                         

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑の架け橋プロジェクト「2018年植林と草原の風にふれる旅」 参加伺い書 

ふりがな  生年月日 有効パスポートの有無 有・無 

氏 名 
男 

女 
１９  年 

  月   日 

失効日       年    月   日 

パスポート番号 

ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄのﾛｰﾏ字標記             

連

絡

先 

住  所 

自宅 or 職場 

〒      -      

 

TEL:(   )    －    FAX:(   )    －    携帯:   －   － 

所 属 

(団体又は職業) 

名称 部署･役職 

【予定】      
1 日目午前：羽田発（早朝）→北京着 
    専用車で内モンゴル多倫県へ（7ｈ） 
                     【多倫泊】 
2 日目終日：植林活動、4期目の２事業地へ 

◆中日青年灤河源生態緑化モデル林事業 
◆一期～三期事業地保育状況視察 
◆多倫県緑化事業概要レクチャー  【多倫泊】                  

3 日目終日：植林活動継続 
◆蒙京津冀生態緑化モデル林プロジェクト 
◆一期～三期事業地保育状況視察 
◇多倫県の生活・文化・歴史に触れる【多倫泊】 

4 日目：内モンゴルの草原の風にふれる 
   《2コース》  

 ①多倫県見学（元・王朝フビライカンの夏の宮殿） 
②分泊（ゲル泊）体験 など  【多倫・分泊】                

5 日目：北京へ移動 
    中国側カウンターパート（中青連）との会談 

     【北京泊】 
6 日目午前：北京空港発→羽田空港へ      

企画主催：ＩＦＣＣ国際友好文化センター 
「緑の架け橋プロジェクト」 

受託手配：共同出資旅行社アイエフシ－
（東京都知事登録第 3-3757 号） 
〒162-0801 東京都新宿区山吹町 333 辻ビル 405 
Tel:03-3268-6014  
FAX:03-3268-6079  
Email:ifc@trio.plala.or.jp 

 
 

～プロジェクト推進構成～ 
事業主催団体：IFCC 国際友好文化センター 
協賛推進団体：認定 NPO アジアンロード 
中国側カウンターパート：中国国際青年中心 
事業実施期間：2017 年～2020 年 

【ご案内：寧夏自治区・固原での植林も募集中】 
本チラシで案内の「旅」の他に、他の事業地（寧夏回族自治区固
原市）への植林派遣が４月 19 日から計画されています。詳細は
裏面。 
TEL：(03) 3268-4387  FAX：（03）3268-6079  
 

IFCC が 2014 年度からＮＰＯ・アジアンロードと協賛し内モンゴル・

シリンゴル盟多倫県で続けている植林活動は、その背景を知るためゲル

泊の体験で現地の人々とのふれ合いを大事にしています。 

１．ご旅行代金  １３７，０００円 前後予定  
※６名様以上参加の場合 

２．植林協力金  １０，０００円  
 ※植林支援金の一部となります 

３．申込締切   ２０１８年５月１８日（金） 
◎募集人数：６名様 
◎利用予定航空会社：アジア系航空会社（直行便） 

◎利用予定ホテル：多倫県/多倫京唐快捷酒店又は同等クラスホテル 
旅行代金に含まれるもの：宿泊代〈２名１室利用〉、食事〈朝 5回・昼 5回・夕 

5回 ＊機内食除く〉、専用車代、ｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ航空運賃、入場料、現地日本語ガ 
イド及び通訳費用、など 

旅行代金に含まれないもの：日本国内空港施設使用料、中国空港税､国際 
航空燃油ｻｰﾁｬｰｼﾞ、1人部屋追加費用、その他個人的費用、ｵﾌﾟｼｮﾅﾙﾂｱｰ 
費用、任意海外旅行保険、日本国内移動費用 等 

※添乗・通訳：添乗員は付きませんが、事務局が同行します。現地では日本語通
訳・ガイドが付きます。 

※現地事情、天候等により、旅行日程、交通機関等が変更になる場合があります。 

蒙蒙京京津津冀冀ププロロジジェェククトト
基基地地でで（（1177//77//2211））  

ゲル泊で遊牧の民たちとふれ合う 


